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はやぶさ２搭載衝突装置の科学目的
Scientific Objectives of the Impactor on board Hayabusa 2
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探査機「はやぶさ」に続く小惑星探査機「はやぶさ２」は、表面物質サンプリング装置、遠隔観測装置に加えて、衝
突装置を搭載する。この小型搭載衝突装置では、質量約 2 kgの金属塊を秒速 2 km/secで小惑星表面へ衝突させることが
可能になる予定である。この衝突で小惑星 1999JU3上でどのような現象が起こると予測されるのか、それをどのように
観測して、どのような科学的知見を得ようとしているのかをまとめる。
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